





















































































































































































































































うな場合に, A, B, Cの３社はコンソーシアムを形成すると考えられる32）。
―251 (48)―
　しかしながら，この基準は，容易に逸脱しうる虞があることも否定しえ
ない。なぜなら，管理者の構成メンバーの数を増やしたり，一時的に，権
限の低い管理者のレべルで管理機関の構成を変えることいったことが可能
だからである33）。
　なお，第（3）の推定は「べルギー（特にフランドル地方）では普通に起こっ
ていることであり，そこでは，真の保有構造ないし親会社という法的構成
を取らずに，しばしば家族(family members)が，いくつか異なった会社の
持分(shares)を保有している34）」という。そういった現実的状況が，「コン
ソーシアム」へのベルギーの積極的な取り組みとなって反映しているとい
うことも，見逃せない事実である。
　いずれにせよ，国王令適用の初年度である1991年において，15のグルー
プが「コンソーシアム」としての連結財務諸表を作成したと報告されてい
る35）。ここではその事実を紹介するにとどめ，その分析については，いず
れ稿を改めて検討してみたいと思う。
　かくしてベルギーにおいては，水平的企業グループの連結についても，
制度的に根づき始めていると言える。
　4.結　　び
　国際会計基準（以下「エAS」）31号は「比例連結が，共同支配の事業体
に対するジョイント・べンチャー共同支配企業の持分の実質と経済的実態，
すなわち，将来の経済的便益のうちジョイント・べンチャー共同支配企業
－250（49）－
の持分を支配しているということをよりよく反映するため，持分法の採用
を奨励していない36）。」その観点からすれば，イギリスは，「I AS31号
……の最も好まれない選択(least preferredoption)に従っている37）」のかもし
れないし，逆にベルギーは，全面的にエＡＳを尊重していると言えるのか
もしれない。しかしながら，非法人のジョイント・べンチャーに対する比
例連結の適用という対応を図ったイギリスの場合にしろ，ジョイント・ベ
ンチャーのみならず経済的利害グループまで視野に入れて比例連結に踏み
切ったベルギーの場合も，いずれの場合にも問題があることは否定できな
い。それは，１つには，経験不足によるものであり，また理論的な整備の
不十分さのゆえではないかと思う。
　一方, IASは，統一的な指揮の下にある独立した企業のグループによ
る連結財務諸表の作成は要求していない。もちろん, IAS27号の一般原
則に従うことも，できなくはないのであろうが，ほとんどの国が水平的企
業グループに対する要求をしていない現状においては, IASCとしては，
率先して制度化を図ろうとするわけにはいかないであろう38）。したがって，
ＥＣ第７号指令のオプションを用いて制度化を図らなかったイギリスの場
合，それはそれで当然のことであろう。むしろ一歩先んじて制度化を試み
たベルギーの姿勢こそが，注目に値するところである。
　ここで，ジョイント・ベンチャーとコンソーシアムの連結について，わ
が国も含めてそれぞれの姿勢を要約してみれば，次のようになる（次頁）。
　一見して明らかなように，取扱い方は多様である。もしも，国際的な調
和が，現在暗黙の了解になっているように，「統一化」として理解される
としたら，こういう領域においても，前途は多難であるように見える。特
に，水平的企業グループの連結のように，文字通り（未開拓の分野39）」に
－249（50）－
ついては，統一化を考える前にまずもってさらなる議論の発展と経験とが
必要であろう。
　理論的には，共同支配の連結と会計主体診との関わりや，親子関係にな
い単一の支配下にあるグループの連結についてはその作成目的40）などが，
とりわけ問題となるところである。そしてまた，後者の連結には，本来の
連結と同列に並べて議論できるものなのか，はたまた「結合」や「合算」
といった類いのことなのか，という根本問題も残されている。さらに両者
に共通する問題として，計算技術的な側面がある。それらについては，引
き続き検討を加えていきたいと考えている。
　（本稿は，成城大学教員特別研究助成による研究成果の一部である。）
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